令和３年度兵庫体育・スポーツ科学学会総会及び第３２回学会大会（ご案内）
1．総会及び学会大会要領
(1) 期　日：２０２１年６月５日（土）１３時〜　　
(2) 会　場：Zoomによるオンライン開催
(3) プログラム（時間は、発表演題数により前後することがあります）
総　　会       　　　　　　　　　　　　　　　　 13時00分～14時00分
学部生発表（パワーポイント・横スライド・計1枚） 14時10分〜14時50分　
研究発表、実践報告、事例報告　　　　　　　　　　15時00分～
　　　オンライン懇親会　　　　　　　　　　　　　　　　17時30分～（または18時～）　
　◎研究発表・実践報告・事例報告
　　　1．発表資格　 第一著者は学会正会員に限ります。
第一著者は、演題登録料として、一演題当たり 1,000円 の入金をお願いします。
学部学生は、発表の有無に関わらず参加費無料で、正会員である必要はありません。
　　　2．発表申込および抄録送付〆切　　２０２１年５月５日（水・こどもの日）必着　
　　　3．発表方法　　Zoomによるオンライン口頭発表
　　　4．採択通知  ２０２１年５月１２日（水）までに発表可否と発表時間を通知します。なお、不採択
および応募者の都合による演題取り下げの場合、演題登録料は返金いたしません。
　　　5．発表抄録送付先（※ E-mailの添付書類・pdfファイルで抄録の送信をお願いします。）
　 神戸大学　秋元　忍 宛 　【E-mail】akimoto@kobe-u.ac.jp
 (4) 学会大会参加申込
　　1) 別紙第32回大会参加申込票をご覧いただき、メールまたはFAXにて申込をお願いします（5/5〆切）。
　　2) 大会参加費　
正会員　　　　　　　：　　無料
正会員以外　　　　　：    500円
オンライン懇親会費　：　　無料　（お好きな飲み物、食べ物をご用意ください。）
演題登録料、学会員以外の方の大会参加費は、下記の郵便口座宛に、５月中に振込完了するよう、お手配のほどお願い致します。
　　　　 振込先　　兵庫体育・スポーツ科学学会
 　　　　郵便振替　０１１７０－７－２７７７５
〈お願い〉　Zoomによる開催となるため、今年度の学部生発表は、従来のポスター発表ではなく、パワーポイントの横スライド・計1枚によるオンライン発表とします。参加の声かけをお願いいたします。　
学部生発表は、「学生優秀発表賞」（賞状および副賞 5,000円 相当）選考の対象となります。「学生優秀発表賞」への応募は自薦となっていますので、応募する学部生は参加申し込み票にて申請してください。
懇親会には、参加申し込みいただいた方はどなたでも参加いただけます。お好きな飲み物、食べ物を各自ご用意いただき、ぜひお気軽にご参加ください。内容は以下を予定しています。開催挨拶→乾杯→歓談・情報交換→発表者の皆様より一言→「学生優秀発表賞」発表→閉会挨拶。

2．発表抄録作成要領
(1) 原　　稿　　Ａ４判用紙・1ページ
(2) 送付方法　　pdf形式にて保存し、添付ファイルとして送付して下さい。
　 　　※なお、研究代表者は緊急連絡先を、別途で明記して下さい。
(3) 演 題 名　　最上段の第1行（文字サイズ12ポイント）
(4) 研究代表者・共同研究者　　第2行目に記し、所属機関は（　　）に入れ、氏名の後に記入して下さい。
(5) 本　　文　　文字サイズ10ポイント（MS明朝）印字で、22字×45行×2段組＝1,980字を基準として
　　　　　　　　（上下は24mm程度、左右は20mm程度の余白、段間は全角3文字程度の間隔を取ること）
　　　　　　　　作成して下さい。図表を入れる場合は文字数を調整して下さい。
(6)下記書式を参考に作成して下さい。
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○○国におけるスポーツ振興政策に関する研究 

 

兵庫花子（△△大学），神戸次郎（□□大学） 

 

1

．はじめに

 

	
 開発途上国のスポーツ振興はきわめて遅れてお

り，スポーツ支援の必要性が叫ばれている．わが

国の開発途上国へのスポーツ支援は主に青年海外

協力隊によって実施され，成果をあげており，開

発途上国へのスポーツ支援に対する期待は大きい．

そこで本研究は，○○国のスポーツ振興政策につ

いてフィールドワークを行い，今後の開発途上国

へのスポーツ支援に関する基礎資料を得ることを

目的とする．

 

 

2

．研究方法

 

	
 本研究は，○○においてフィールドワークを実

施した．〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

 

．
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．結果および考察

 

	
 ○○国は，他民族・多文化国家であり、人口は

約

2

億人である．人気スポーツは，サッカー，バ

ドミントン，バスケットボールである．〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜．

 


